
総
合
天
気
は

ワ
イ
ド
東
北
面
へ

1111

〒980‐8660

仙台市青葉区五橋1‐2‐28

総合案内0222111111

読者センター2111447

ご購読申し込みは

オオク ミナヨム

0120‐09‐3746

2022年 令和４年

３月 日 金

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

20
14
1

30
10
‐3

30
11
‐3

60
10
‐1

20
13
‐3

10
17
‐1

30
6
1 10

18
6 10

18
4

10
17
6 10

17
6 10

19
9

（
２
０
２
２
・
３
・

）

年
前
、
大
津
波
が
襲
っ
た
後
で
海
辺

の
町
に
住
む
肉
親
と
連
絡
が
取
れ
な
く

な
っ
た
。
道
路
は
寸
断
さ
れ
、
車
の
燃

料
は
わ
ず
か
。
現
地
に
行
く
の
は
無
理

だ
。
当
欄
の
筆
者
は
安
否
を
気
遣
う
眠

れ
な
い
日
を
過
ご
し
た
▼
何
日
か
た
っ

て
避
難
所
で
携
帯
に
充
電
が
で
き
た
ら
し
く
、
電

話
が
来
た
。
「
み
ん
な
無
事
。
子
ど
も
た
ち
も
山

に
駆
け
上
っ
て
津
波
か
ら
逃
げ
た
。
毎
年
、
小
さ

い
頃
か
ら
避
難
訓
練
し
て
い
た
か
ら
」
。
か
つ
て

の
津
波
被
害
を
教
訓
に
、
町
ぐ
る
み
、
地
域
全
体

で
の
訓
練
が
生
き
た
▼
過
去
の
災
害
を
地
域
ぐ
る

み
で
伝
承
し
、
住
民
の
意
識
に
定
着
さ
せ
、
災
害

時
に
は
い
ち
早
く
適
切
な
行
動
を
取
る
。
そ
の
土

地
の
細
か
な
地
形
や
歴
史
に
詳
し
い
住
民
に
し
か

で
き
な
い
。
ご
く
平
凡
に
も
思
え
る
地
域
の
力
こ

そ
、
自
ら
の
命
を
守
る
行
動
に
つ
な
が
る
▼
東
北

大
の
佐
藤
翔
輔
准
教
授
が
監
修
し
た
子
ど
も
向
け

の
本
『
災
害
伝
承
の
大
研
究
』
に
長
崎
県
の
集
落

の
例
が
載
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
土
砂
災
害
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
、
い
ま
も
月
命
日
に
ま
ん
じ
ゅ

う
を
各
戸
に
配
る
。
そ
の
後
の
豪
雨
災
害
の
避
難

に
生
き
て
い
る
と
い
う
▼
東
日
本
大
震
災
か
ら
月

日
が
経
過
す
る
ほ
ど
、
避
難
し
な
い
問
題
が
深
刻

に
な
っ
て
い
る
。
災
害
遺
構
、
伝
承
施
設
、
記
念

碑
、
言
い
伝
え
、
体
験
者
の
語
り
部
の
活
動
。
そ

の
ど
れ
も
が
「
早
く
逃
げ
て
」
と
訴
え
る
。
日
本

海
溝
・
千
島
海
溝
の
巨
大
地
震
が
心
配
さ
れ
る
い

ま
、
再
度
心
に
刻
み
た
い
。
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希望の大麦でウイスキー

ニッカウヰスキーは、

震災で被災した東松島市

野蒜地区で栽培した「希

望の大麦」を使い、ウイ

スキー原酒の製造を仙台

工場宮城峡蒸溜所（仙台

市青葉区）で始めた。

希望の灯火 心も復興へ

震災の追悼行事 希望

の灯火
あ か り

が岩沼市下野郷

の千年希望の丘相野釜公

園であり、約200人が参

列した。市内の震災犠牲

者数と同じ181基の灯籠

が並べられた。

遊漁船で浜に新風

津波被害を受けた釜石

市唐丹湾で、遊漁船事業

を営む千葉健太郎さん

が、三陸の海の楽し

さを釣り客に伝えてい

る。新たな船も購入。浜

に新しい風を吹かせる。

心の復興問い掛ける

「震災は決して終わっ

たわけではない」。石巻

市のＮＰＯ法人職員永沼

さやかさん は、震災

の語り部をする妹を見守

りながら、そんな思いを

抱き続けている。

ハード復興歩み着実
¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬

¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬

東日本大震災 年／
風化にあらがい続けよう
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保守系・尹氏が当選

則本 ７度目の開幕投手
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声の交差点
国際・総合
スポーツ
くらし・小説
娯楽

宮城県内版 ～
ＢＳ・ラジオ
囲碁・将棋
ワイド東北
テレビ

死 者 行方不明者 関連死者

宮 城 9544人 1213人 929人

岩 手 4675人 1110人 470人

福 島 1614人 196人 2331人

全 国 15900人 2523人 3786人
警察庁などまとめ 関連死は河北新報社調べ
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クラ ナ侵攻

停
戦
合
意

進
展
な
し

初

外
相
会
談

海と生き 未来を築く

大
谷
海
岸
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
。
健
や
か
に
海
と
生
き
る
姿
は
地
域
の
希
望
そ
の
も
の
だ
‖
５
日
、
気
仙
沼
市
本
吉
町

東
日
本
大
震
災
は

日
、
発

生
か
ら

年
に
な
る
。
第
２
期

復
興
・
創
生
期
間
（
２
０
２
１

〜

年
度
）
に
入
り
岩
手
、
宮

城
、
福
島
３
県
で
は
防
潮
堤
や

災
害
公
営
住
宅
の
ハ
ー
ド
整
備

を
ほ
ぼ
終
え
た
。
一
方
、
東
京

電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
の
避

難
者
を
中
心
に
３
万
８
１
３
９

人
が
古
里
に
戻
れ
て
い
な
い
。

残
さ
れ
た
課
題
に
向
き
合
い
つ

つ
、
関
連
死
を
含
め
約
２
万
２

２
０
０
人
の
失
わ
れ
た
命
の
鎮

魂
を
祈
る
一
日
に
な
る
。

◇

警
察
庁
に
よ
る
と
昨
年
３
月

１
日
以
降
、
１
人
の
遺
体
が
犠

牲
者
と
判
明
。
死
者
は
１
万
５

９
０
０
人
、
行
方
不
明
者
は
３

人
減
っ
て
２
５
２
３
人
と
な
っ

た
。
避
難
生
活
に
よ
る
持
病
の

悪
化
な
ど
が
原
因
の
関
連
死

は
、
河
北
新
報
社
の
２
月
末
時

点
の
集
計
で
３
７
８
６
人
に
上

る
。昨

年
は
三
陸
沿
岸
道
（
仙
台

市
｜
八
戸
市
、
３
５
９
㌔
）
な

ど
総
延
長
５
７
０
㌔
の
復
興
道

路
・
復
興
支
援
道
路
が
全
線
開

通
。
３
県
の
伝
承
施
設
も
そ
ろ

い
、
災
禍
の
記
憶
の
継
承
は
年

々
重
み
を
増
す
。

気
仙
沼
市
本
吉
町
の
大
谷
海

岸
は
、
住
民
と
行
政
が
知
恵
を

出
し
て
防
潮
堤
の
建
設
位
置
を

陸
側
に
後
退
さ
せ
、
地
域
の
宝

の
砂
浜
を
守
っ
た
。
昨
夏
、

年
ぶ
り
に
海
水
浴
場
が
復
活
。

震
災
後
生
ま
れ
の
子
ど
も
た
ち

が
海
と
触
れ
合
っ
た
。

「
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
が

健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
に

見
守
り
た
い

復
興
事
業
が
減

り

経
済
的
に
苦
し
む
家
庭
も

あ
る

震
災
直
後
か
ら
地
域
児

童
を
支
え
る
気
仙
沼
あ
そ
び
ー

ば
ー
の
会
代
表
の
鈴
木
美
和
子

さ
ん

は
話
す
。

真
新
し
い
街
並
み
の
陰
に
癒

え
な
い
心
の
傷
を
抱
え
た
人
も

い
る
。
孤
立
し
が
ち
な
状
況
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
が
追

い
打
ち
を
掛
け
る
。
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
復
興
を
目
指
し
、

被
災
地
に
生
き
る
人
々
は

年

目
へ
と
歩
み
出
す
。

ア
ン
タ
ル
ヤ
共
同

ロ
シ
ア

の
ラ
ブ
ロ
フ
外
相
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
ク
レ
バ
外
相
が

日
、
ト

ル
コ
南
部
ア
ン
タ
ル
ヤ
で
会
談

し
た
。
停
戦
に
向
け
た
進
展
は

な
か
っ
た
。両
外
相
が
会
談
後
、

個
別
に
記
者
会
見
し
明
ら
か
に

し
た
。
２
月

日
の
ロ
シ
ア
の

侵
攻
後
、
両
国
の
閣
僚
レ
ベ
ル

の
会
談
は
初
め
て
。
ク
レ
バ
氏

は
降
伏
し
な
い
と
強
調
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
は
約

日
間

に
わ
た
り
包
囲
攻
撃
が
続
く
南

東
部
マ
リ
ウ
ポ
リ
だ
け
で
約
１

１
７
０
人
が
死
亡
し
た
と
発
表

し
た
。
「
人
道
回
廊
」
に
よ
る

市
民
退
避
は
戦
闘
が
続
き
難
航

し
て
い
る
。

ク
レ
バ
氏
は
市
民
退
避
な
ど

の
た
め

時
間
の
一
時
停
戦
を

申
し
入
れ
た
が
合
意
で
き
な
か

っ
た
と
述
べ
、
失
望
を
表
明
。

今
後
も
外
相
会
談
を
続
け
る
意

向
を
示
し
た
。

ラ
ブ
ロ
フ
氏
は
、
停
戦
に
つ

い
て
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
の
高
官

協
議
で
話
し
合
わ
れ
る
と
指

摘
。
プ
ー
チ
ン
、
ゼ
レ
ン
ス
キ

ー
両
大
統
領
の
会
談
の
可
能
性

に
つ
い
て
ク
レ
バ
氏
と
協
議
し

た
と
明
か
す
一
方
、
首
脳
会
談

に
は
「
具
体
的
な
成
果
が
必
要

だ
」
と
し
、
時
期
尚
早
と
の
見

方
を
示
し
た
。

外
相
会
談
は
ト
ル
コ
が
仲

介
。
高
官
協
議
は
こ
れ
ま
で
３

回
行
わ
れ
た
が
進
展
し
て
い
な

い
。
人
道
回
廊
の
設
置
で
は
一

致
し
、
８
日
に
東
部
ス
ム
イ
で

市
民
退
避
が
始
ま
り
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
側
に
よ
る
と
９
日
ま
で
に

市
民
５
万
人
以
上
が
退
避
し
た

が
、
流
血
が
拡
大
す
る
マ
リ
ウ

ポ
リ
や
人
口
１
４
３
万
人
の
東

部
ハ
リ
コ
フ
で
は
実
現
し
て
い

な
い
。

ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
、

北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
）
加
盟
断
念
を
意
味
す
る
中

立
化
の
ほ
か
、
非
武
装
化
、
２

０
１
４
年
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら

強
制
編
入
し
た
南
部
ク
リ
ミ
ア

半
島
の
領
有
権
、
東
部
の
親
ロ

派
地
域
の
独
立
承
認
を
要
求
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
は
、
米
欧
ロ
な

ど
が
条
約
で
安
全
を
保
障
す
れ

ば
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
棚
上
げ
を
検

討
す
る
姿
勢
も
に
じ
ま
せ
る
が

ク
リ
ミ
ア
や
東
部
の
主
権
は
譲

れ
な
い
と
し
て
い
る
。

会
談
後
、
記
者
会
見
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ク
レ
バ
外
相

ロ
シ
ア

の
ラ
ブ
ロ
フ
外
相
‖

日
、
ト
ル
コ
南
部
ア
ン
タ
ル
ヤ
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(１) ２０２２ ( ) １１ ( 曜 ) 第 ５０１ 号(１) ２０２２ ( ) １１ ( 曜 ) 第 ５０１ 号


